
◆ハマキョウレックス事件の差戻

審判決

昨年６月は、正規雇用と非正規

雇用との待遇格差に関する大きな

最高裁判決（長澤運輸事件とハマ

キョウレックス事件）があり、た

いへん注目を集めました。このう

ちハマキョウレックス事件は、被

上告人が皆勤手当の支給要件を満

たしているか等について審理を尽

くさせる目的で差戻しとなってい

ましたが、この差戻後の大阪高裁

判決が12月21日にあり、契約社員

に対する皆勤手当の不支給は不合

理な差にあたるとして、皆勤手当

相当額32万円（32カ月分）の支払

いが命じられました。

◆皆勤手当とは

一般的に「皆勤手当」は、一定

期間内においてまったく欠勤しな

かった従業員に支給される手当を

いいます。特に業務の多くがシフ

ト制である会社や、欠員の交代要

員の確保が難しい会社などにおい

て、従業員の欠勤や遅刻の抑制、

積極的な出勤の奨励を目的として

導入される傾向にあります。時間

外労働等の割増賃金を計算する際

は、基準となる賃金に含まれます。

「精勤手当」「出勤手当」等と

いう場合もあります。「精勤」は

「熱心に勤務する」というような

意味の言葉ですので、「１日も欠

勤しない」というほど厳密なニュ

アンスはないものの、その趣旨は

皆勤手当と同様です。

◆皆勤手当の導入割合

労働政策研究・研修機構「企業

の諸手当等の人事処遇制度に関す

る調査」によると、精皆勤手当・

出勤手当を制度化している企業の

割合は、期間を定めずに雇われて

いる常用労働者で22.3％、パート

タイム労働者で8.6％となってい

ます。正規雇用に比べ、非正規雇

用への支給が少ないのが現状です。

◆「不合理な格差」はＮＧ

上記差戻判決は、正社員と契約

社員の間で職務内容（配送業務）

が同じであり、出勤する従業員を

確保する必要性も同じであるとし

て、皆勤手当について格差を認め

ませんでした。昨年末には、いわ

ゆる「同一労働同一賃金ガイドラ

イン」も公表されました。皆勤手

当だけでなく、さまざまな待遇に

おいて不合理な格差は認められな

い時代となっていることに、留意

が必要です。

◆働き方改革関連法の実際の認知

度はまだ低い？

本年４月から順次施行される働

き方改革関連法の施行に向けて、

企業でも対応への取組みを始めて

いるところは多いでしょう。一方

で、法律の内容や施行時期を知ら

ないという企業もまだ多いようで

す。

日本・東京商工会議所が公表し

た「働き方改革関連法への準備状

況等に関する調査」（調査対象：全

国の中小企業2,881社、調査期間：

2018年10月22日～12月３日）によ

れば、 法律の内容について「知ら

ない」と回答した企業は、「時間外

労働の上限規制」が39.3％、「年次

有給休暇の取得義務化」が24.3％、

「同一労働同一賃金」が47.8％、

「中小企業への月60時間超の割増

賃金率の猶予措置廃止」が51.7％、

「労働時間等に係る管理簿の作成

義務」が53.0％を占めたそうです。

◆50人以外の企業で「同一労働同

一賃金」の内容を知らない企業は

約６割

その中でも、働き方改革関連法

ふぉれすと便り

平成31年1月20日発行 ふぉれすと便り 第23号

発行所：ふぉれすと 千葉県柏市中央町５－１６ 穂高第２ビル２０５号 TEL：04-7167-7331

注目裁判例から考える皆勤手当

「働き方改革関連法」実際の認
知度はまだ低い？～日商・東商



平成31年1月20日発行 ふぉれすと便り 第23号

の目玉の１つである「同一労働同

一賃金」については、「時間外労

働の上限規制」、「年次有給休暇の

取得義務化」に比べて認知度は低

く、50人以下の企業では、法律の

内容や施行時期について「知らな

い」と回答した企業は約６割を占

めたそうです。

◆対応済み企業は半数に満たない

「時間外労働の上限規制」、「年

次有給休暇の取得義務化」、「同一

労働同一賃金」について、「対応

済・対応の目途が付いている」と

回答した企業の割合は、いずれも

半数に満たないという結果も出て

います。「法律の名称・内容を知

っている」と回答した企業に限っ

ても、「対応済・対応の目途が付

いている」と回答した企業の割合

は６割に満たず、特に「同一労働

同一賃金」については36％という

結果になっています。

◆企業は早めの対応を

「働き方改革」については、ニ

ュースでも盛んに取り上げられて

いるところですが、関連法につい

て対応できていない企業や、そも

そも内容を知らないという企業は

まだ多いことがわかります。施行

日は近づいていきます。取組みを

始めてすぐ対応できるわけではあ

りませんので、早めの対応が求め

られるところです。

◆明けましておめでとうございます。

今年は「働き方改革」の年です。大きな変更が目白押しな

んですが認知度が低いとの事。大丈夫です。私もよく解っ

ていません。

◆「5日間の有給休暇の強制取得」「同一労働同一賃金の徹底」

「残業時間の削減」当りがとりあえずの急務なのですが、

厚生労働省も昨年末から通達を出しまくっている状況なの

で、きっと厚生労働省自体も完全にはわかっていないじゃ

ないかと思います。指摘を受けやすそうな点は順次ご案内

していきますので、しばらくお待ちください。

◆昨年末ギリギリに大洗水族館に行ってきました。何回か行

った場所でそれほど期待もしていなかったのですが「クラ

ゲ」の展示にずっと見てました。何も考えていなくてプカ

プカ漂っているだけなのでが、キレイでした。せかせか毎

日を送っている身としてはうらやましい限り。いっそクラ

ゲになって今晩のご飯のことだけ考えられたなぁ。（ご飯

のことをメインに考えているのは、今もそれほど違わない

のですが。）

◆山形県にクラゲだけの水族館があるとか。「今年中に必ず

行こう」これが新年の抱負なんですが、ダメですよね。や

っぱり。

◆写真が悪くてわかりにくいのですが、大洗水族館の「アマガサ

クラゲ（？）」です。

ひとこと


